
互
い
の
学
び
を
深
め
合
う
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
12
月
号
の
特
集
を
読
み
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
で
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
発
問
構
成
の
周

到
さ
と
力
量
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
た
。
福
岡

県
立
小
倉
南
高
校
の
大
神
弘
巳
先
生
が
重
視
す
る
、

自
ら
の
発
言
や
態
度
に
よ
っ
て
学
び
の
場
が
変
わ
る

こ
と
を
、
生
徒
に
経
験
さ
せ
る
手
法
に
共
感
す
る
。

い
か
に
生
徒
の
人
間
関
係
を
改
善
す
る
か
と
い
う
点

で
も
、
互
い
に
学
び
を
深
め
合
う
こ
と
は
有
意
義
だ

ろ
う
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
単
に
仲
良
し

に
な
る
た
め
の
学
習
で
は
な
く
、
意
見
や
考
え
の
違

い
か
ら
、
新
た
な
気
付
き
、
価
値
、
発
想
が
生
ま
れ

る
学
習
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

生
徒
の
関
心
を
学
力
向
上
に
ど
う
結
び
付
け
る
か
が
鍵

　
12
月
号
の
特
集
で
重
要
な
指
摘
だ
と
感
じ
た
の
は
、

座
談
会
で
片
山
学
園
中
学
・
高
校
の
森
内
梨
絵
先
生

が
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
た
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
で
高
ま
っ
た
興
味
・
関

心
を
、
入
試
に
必
要
な
学
力
の
向
上
へ
ど
う
つ
な
げ

る
か
」
と
い
う
点
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
高
大
接
続
改
革

の
鍵
で
あ
り
、
大
学
入
試
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

「
教
え
る
こ
と
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
に
も
つ
な
が
る

　
12
月
号
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
の
石
川
県
立
門

前
高
校
の
「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
取
り
組
み
は
、

教
え
る
高
校
生
に
と
っ
て
も
有
益
だ
。
米
沢
裕
太
先

生
が
言
わ
れ
た
通
り
、
高
校
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
能

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
、
入
試
を
突
破
す

る
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
活
動
の
定
着
は
教
師
の
負
担
軽
減
が
ポ
イ
ン
ト

　
12
月
号
「
指
導
変
革
の
軌
跡
」
の
福
岡
県
立
大
川

樟
風
高
校
の
記
事
を
読
み
、
I
C
T
活
用
の
教
員
研

修
で
は
、
正
規
の
研
修
を
増
や
さ
ず
、
ミ
ニ
研
修
会

を
不
定
期
に
実
施
す
る
と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
た

点
に
、「
な
る
ほ
ど
！
」
と
膝
を
打
っ
た
。
新
し
い
取

り
組
み
を
校
内
に
根
付
か
せ
る
た
め
の
導
入
時
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
こ
の
辺
り
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

英
語
力
の
育
成
が
地
方
活
性
化
に
結
び
付
く

　
12
月
号
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
」

は
、
地
方
の
教
員
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
嚙

み
砕
い
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
そ
の
よ
う
な

人
材
を
い
か
に
育
む
か
と
い
う
具
体
策
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
。
学
問
を
幅
広
く
そ
ろ
え
て
地
元
学
生
の

需
要
に
応
え
る
こ
と
は
地
方
の
大
学
に
と
っ
て
大
切

だ
と
思
う
が
、
長
崎
大
多
文
化
社
会
学
部
の
よ
う
に
、

特
色
あ
る
大
学
・
学
部
が
地
方
の
活
性
化
に
結
び
付

く
の
だ
と
感
じ
た
。

﹇
徳
島
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
愛
知
県
立
稲
沢
高
校
・
林
広
志
﹈

﹇
岡
山
県
立
岡
山
操
山
高
校
・
青
山
聡
﹈

﹇
滋
賀
県
立
草
津
東
高
校
・
堀
浩
司
﹈

﹇
富
山
県
立
富
山
高
校
・
樋
掛
雅
則
﹈

も
ん

ひ
ざ

ぜ
ん
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V o l u m e  1

◎特集で取材した岩手県立花巻北
高校は、可能な限り教師自らが生徒
を支える「自前主義」を大切にされ
ていました。これは一見、カリキュラ

ム・マネジメントの観点の１つ、「教育内容と、教
育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の
外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合
わせること」に相反します。しかし、外部資源の
活用は手段であり、それが目的化するような状況
に陥らないためにも、まず、自校の教育目標に照
らし合わせて、教師自らが考え、実践し、その上で
目標達成の手段の１つとして外部資源を活用するこ
とが「自前主義」の背景にあるのだと思いました。（廣田）

6

教
師
川
柳

福
島
県
・
臥
煙
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